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【講師略歴】 

井上 道晶（いのうえ みちあき） 

 

1990年 花王株式会社に入社、香料開発研究所に配属 

国内男性用化粧品やヘアケア製品向けの香り開発を担当。 

1994年から5年間、アジア圏全体のヘアケア用香り開発など 

主に国外での業務に従事。 

2000年には、一旦研究所を離れ、化学品事業部にて国内外に向けた香料の 

販売経験を積み、2005年に再度、研究所に戻りヘアケア用品の香り開発に従事。 

その後は海外赴任が続き、2008年にはタイ（バンコク） 

2009年には中国（上海）、また2011年にはアメリカ（シンシナティ）にて 

シニアマネージャーとして現地社員と共に、基盤研究や現地向けの 

香り開発研究等に従事。 

2014年に帰国後、香料開発研究室1室の室長に着任し、今年から同3室室長 

として香りに関する基盤研究の推進に従事。 

趣味はテニスとゴルフ。 
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植物の香りに学ぶ ～商品開発への応用～

2016年10月25日
花王株式会社
香料開発研究所
室長 井上道晶

東京都薬用植物園
薬草教室

○感覚器としての特徴
化学感覚器：嗅覚、味覚
物理感覚器：視覚、聴覚、触覚

○閾値
匂いの感覚を引起こすために必要な匂い物質の最少量（ppt～ppm）
検知閾値：何の匂いかわからないが、匂いのあることを感じる濃度
認知閾値：何の匂いかわかる匂い物質の濃度

○疲労・順応
匂いをしばらく嗅ぎ続けていると感じなくなる（数分で起こる ← 同様な時間で回復する）
嗅覚疲労・順応あるいは慣れ
選択的順応：ある匂いを感じなくなっても、別の匂いは感じることができる

○個人差
鋭敏な人でも匂いの種類によって鈍感な場合もある
年齢とともに低下し、６０歳以上で顕著
特異的嗅盲、嗅覚異常

○閾値の変動
体調、天候、気温、湿度、性別（生理周期、更年期）により変動する

○心理効果
色、情報、状況、精神状態などにより影響を受ける

○心理生理効果
呼吸器系、循環器系、消化器系、生殖器、内分泌系及び精神面（心理面）への影響

嗅覚の性質
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“におい、香り”に関する言葉の定義

もの（天然物、製品等）から発する
心理的な印象あるいは効果を生み出す
意識の中に新たな価値を創造する

化学物質（及びその集合）そのもの
それ自身が物質として直接対象物に作用する

におい
臭い ：悪いニオイ、悪臭

匂い ：良いニオイ、芳香

精神の世界
（認知の世界）

物質の世界 香料：

香り：

香料物質について

• 香料
単体及び複数の揮発性物質で構成されるもので、主として工業的・産業
的に使用されるもの

• 天然香料
天然物（植物・動物）からの抽出物で、化学物質（主として揮発性物
質）の混合物

• 合成香料
化学的に合成された揮発性物質で主として少数の化学物質の混合物
（１００％単品はないという意味）で、一般にアロマケミカルと呼ばれる。
一部、天然香料から単離したものも含む

• 調合香料
天然香料及び合成香料を適宜混合して調製した香料で、主として化粧
品、トイレタリー商品、食品、タバコなどの消費財に使用される。また、天然
香料の代替品として、「ベース香料」として、調合香料の一原料として利用
されるものもある。
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動物
麝香鹿（♂生殖腺分泌物）
麝香猫（肛門付近分泌物）
麝香鼠（腺のう）
抹香鯨（腸内結石排出物）
海里（肛門付近分泌物）

植物
花、つぼみ
枝葉、木
樹皮、種子
根茎、樹脂
果皮

化石燃料など
石炭、石油、
天然ガス、油脂

供給源、採香部位、出発物質

香料の原料

香料の種類と分類

天然香料

合成香料

約1,500種

約5,000種

抽出抽出

動物性天然香料
ムスク
シベット
アンバーグリス
カストリウム

水蒸気蒸留水蒸気蒸留

植物性天然香料

ローズ oil 等
溶剤抽出溶剤抽出 ジャスミン abs.等

浸出浸出
圧搾圧搾

バニラ tinc.等
オレンジ oil 等

化学反応化学反応
石油化学系合成香料

ジャスミン酸メチル
アンブロキサン等

天然系合成香料
モノテルペン
セスキテルペン等

単離香料
リナロール等

香料素材 製品用香料（調合香料）

調香

1 Bergamot Oil 50.0
2 Linalool 67.0
3 Orange Oil 2.0
4 Neroli Oil Morocco 12.0
5 Aldehyde C-10 4.0
6 Aldehyde C-110 CYL 2.0
7 Aldehyde C-111 LEN 2.0
8 Aldehyde C-12(L) 4.0
9 Cassie Absolute 4.0
10 Rose Oil Bulgarian 8.0
11 Rose De Mai Absolute 25.0
12 Rose Base 56.0
13 Geraniol Extra 10.0
14 Ylang Ylang Extra 120.0
15 Jasmin Absolute Italy 40.0
16 Muguet 40.0
17 Hydroxy Citronallal 40.0
18 Styrax Oil 18.0
19 Methyl iso-Euganol 12.0
20 Orris Absolute 4.0
21 Ionone Alpha 22.0
22 Methyl Ionone Iralia 90.0
23 Sandalwood Mysore 12.0
24 Vetiver Oil Bourbon 12.0
25 Oakmoss Abs. 3.0
26 Coumarin 100.0
… ….. ……
… ….. ……

Total 1000.0

Chanel No.5 のモデル処方

香り
（香料）

日用品における“香り”の役割

基剤臭の
マスキング
基剤臭の
マスキング

香りを楽しむ香りを楽しむ

抗菌・防黴
忌避・誘引
抗菌・防黴
忌避・誘引 沈静・覚醒

（心理効果）
沈静・覚醒
（心理効果）

商品コンセプト
の表現

商品コンセプト
の表現

性能を高める
（助長効果）
性能を高める
（助長効果）

消臭・防臭効果消臭・防臭消臭・防臭
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製品コンセプト

市場の把握
○ 市場動向の情報

・市場規模
・新規市場性

○ 対抗商品情報
○ 他商品の位置づけ

・製品訴求点
・香調

消費者研究
（消費者調査）
○ 消費者実態・意識

の解析
○ 消費者の嗜好解析

（傾向と予測）
○ 生活習慣の研究

物理化学的知見
○ 製品生地の特性

・香料安定性
・香料溶解性
・生地臭

○ 匂いの立ち方
○ 匂いの残り方
○ 安全性

調香知識
○ 香料素材の知識

・天然香料
・合成香料
・調合ベース

○ 香水等の知識
・国内、海外

○ 調香の知識

香調設計

香調設計のための要素

表現用語 匂いの解説 主な香料素材

Citrus 柑橘類の香調。新鮮で爽やかな特徴。 Lemon oil, Orange oil, Lime oil, Limonene, Citral etc..

Green 緑葉、茎を思わせる香り。青臭さが特徴。 Galbanum, cis-3-Hexenol, Magnol etc..

Aldehydic 短鎖脂肪族アルデヒドの香り Aldehyde C-9, Aldehyde C-12 etc..

Fruity 天然の果実を思わせる香り Apple, Strawberry, Aldehyde C-14 peach  etc.

Minty ペパーミントやスペアミントを思わせる香り Peppermint, Spearmint, Menthol etc..

Herbal ハーブや薬草的な香り Lavender, Rosemary, Eucalyptol etc..

Spicy ぴりっとした感じのスパイスの香り Pepper, Cinnamon, Clove, Nutmeg etc..

Floral 花の甘く華やかな香り Rose, Jasmine, Lilac, Violet, Carnation etc..

Woody 木の匂いを思わせる香り Sandalwood, Cedarwood, Inonoe etc..

Earthy ほこりっぽく土臭い香り Patchouli, Vetiver, Iris etc..

Mossy 苔様の香り Oakmoss,  Treemoss, Moss synth etc..

Balsamic バルサム様の甘く、やわらかで暖かい香り Vanilla, Benzoin, Coumarin, Heliotrope, Maltol etc..

Honey ハチミツ様の香り Bees wax, Phenyl acetic acid etc..

Leather なめし皮の香り iso-Butyl quinoline etc..

Animal 動物臭い香り Civet, Castreum, Indol etc..

Amber アンバーグリース様の甘く重厚な香り Labdanum, Ambroxan, Ambercore etc..

Musky ムスク様の肉感的で艶っぽい香り Natural Musk, Musk ketone, Muscone, Pearlide etc..

香りの表現（香調）
物の名前を利用
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香りの表現（印象、イメージ）

感覚 表現用語 英語 用語の意味

視覚的表現 ライト
ダーク

light
dark

明るい、軽い
暗い

味覚的表現
スイート
ホット
ビター

sweet
hot
bitter

甘い
辛い
苦い

聴覚的表現 ノート
ハーモニー

note
harmony

調子
調和

触覚的表現
ヘビー
ソフト
ウォーム

heavy
soft
warm

重い
柔らかい
暖かい、穏やかな

嗅覚的表現 アロマティック
パンジェント

aromatic
pungent

香ばしい
ツンとくる

◆ 感覚用語を利用した表現用語
表現用語 英語 用語の意味
エレガント elegant 優雅な
デリケート delicate 繊細な
セクシー sexy セクシーな
スポーティ sporty スポーティな
フレッシュ fresh フレッシュな
マイルド mild マイルドな
パワフル powerful 力強い
フェミニン feminine 女性的な
ヤング young 若々しい

プレザント pleasant 快い
パウダリー powdery 粉っぽい

リッチ rich 華やかな、豊潤な、（特定成
分が）多い・強い

◆ 情感を表す言葉を利用した表現用語

表現用語 英語 用語の意味
強い strong 強い

テナシャス tenacious 持続性のある
ディフューシブ diffusive 拡散性のある

ロングラスティング long-lasting 持続性の高い、残香性の高い

◆ 香りの強さを表す用語

Year～ ‘90 2000～

環境・空間

素材
・精油
・ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ, ﾚｼﾞﾉｲﾄﾞ

・生きた花、ﾊｰﾌﾞの香り
・ｶﾞｰﾃﾞﾝ、森林、海岸
・（部屋のﾆｵｲ、ﾄｲﾚ）

‘95

Aeroscent®

ニオイ成分を含んだ空気

‘05

空間の微量成分

大量濃縮技
術
レ
ベ
ル

検出限界
レベル ppt ～ppb ppt 以下

検出感度UP

通常採取量 数十㍑基準 空気採取量 数百～千㍑

エアロセント®

ＴＤＳ－Ｃａｎｉｓｔｅｒ法 大量濃縮法

香り解析研究の進展
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90%
中～低揮発性

吸着部ﾄｰﾀﾙｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾑ

容器部
10%

高揮発性

ﾄｰﾀﾙｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾑ

ｷｬﾆｽﾀｰ部 ﾍﾐﾃﾙﾍﾟﾝ類の検出

吸着法

定量組成データ
（全成分分析）

容器捕集法

<画像><画像>
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吸着管

ｷｬﾆｽﾀｰ

TDS(加熱脱着)-Canister法

・速やかに吸引しニオイを捕捉
できる →時間分解能向上

・大量に採取可能
→定性的に高感度化
→他の解析に使用可能

吸着管

サンプル

ポンプ 多量の吸着剤を用いることで
大量の大気捕集が可能

*TENAX

通常法 大量濃縮法

100 1400吸引速度(ml/min)

吸引時間(min) 30 ←

線速度(cm/sec) 13 ←

吸着管(IDmm) 4 14

吸着剤(mg) 200 2000

大量濃縮法
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春（５月）
秋（１０月）

15Liter/6hours15.0℃ 51%

〃6.6℃ 52%

温度 湿度 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

その他
酸
ｴｽﾃﾙ
ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
ｹﾄﾝ
ﾃﾙﾍﾟﾝ
芳香族

ﾋﾟ
ｰｸ

ｴﾘ
ｱ

春

秋

0.E+00
2.E+07
4.E+07
6.E+07
8.E+07
1.E+08
1.E+08
1.E+08
2.E+08
2.E+08
2.E+08

渓流（那須塩原）の香り、定点観察（春と秋の比較）

春の要素

OHCHO

OCH3

OH

OCH3

O

芳香族
Anisaldehyde p-Cresol Methylsalicylate

場面の香りの変化（季節差）

森林空間

ｾｽｷﾃﾙﾍﾟﾝ
ﾃﾙﾍﾟﾝ
酸
ｴｽﾃﾙ
ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
ｹﾄﾝ
芳香族
ｱﾙｺｰﾙ
その他

広葉樹

針葉樹

朽ち木、土

苔

屋久島（12月）
6.6℃、74%

落葉

森林空間の観察
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栽培地： 和歌山県みなべ町 （採取法：HS法）

品種：13種
淋
朱
梅

西
洋
梅

紅
千
鳥

新
平
家

露
茜

橙
高

寒
梅
垂
れ

黒
雲

白
加
賀

鹿
児
島
紅

八
重
冬
至

白
牡
丹

南
高①

開花
ステージ②

時間帯
5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

③

梅の花の香り

白梅の香気量が多い、南高が最も多い

採取時期：２月上旬

官能
・Ben. Ace.中心のライトフローラルタイプ
・Eugenolリッチなスパイシーフローラルタイプ
・シンナミック、パウダリーな甘さが強いタイプ

官能

0

200000000

400000000

600000000

800000000

1000000000

1200000000

1400000000

八重冬至 鹿児島紅
寒梅垂れ橙高 白牡丹 黒雲

白加賀 露茜 紅千鳥
西洋梅 淋朱梅

新平家南高
品種

MSピークエリア

Cinnamic alcohol
Cinnamyl acetate

Others
Other aromatics
Eugenol
Benzyl alcohol

Benzyl acetate

Benzaldehyde

梅の花の香り（品種の違い）
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0

100,000,000

200,000,000

300,000,000

400,000,000

500,000,000

600,000,000

700,000,000

800,000,000

2/3 2/9 2/10 2/13 2/14 2/16

Aromatics(主にBen.Ace.)
Others

■開花ステージ

開花直後のステージで香気量は最大になる

開花直後

落弁

全落弁

開花直前

0 日 7日後 13日後

官能
・直前と直後では
強く変化

・落弁時、すえた匂い

官能

梅の花の香り（開花段階の違い）

80％

80％

78％

時間帯

5   6   7   8   9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20

0.E+00

2.E+08

4.E+08

6.E+08

8.E+08

1.E+09

1.2E+09

1.4E+09

朝
（8：30）

昼
（12：30）

夕
（16：30）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18
香気検出量

朝の香気が最も強く、時間とともに減少する

官能

Benzald.
Benz.Alc.
Eugenol

Ben.Ace.

Others

・朝が最もフレッシュ
・朝昼夕、質は近い

官能

気温（℃
）

梅の花の香り（開花時間の違い）


